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【改正前】
●アルコール命影響|こより正常な運転ができないおそれがある状:藤

●呼気中アルコール濃度○.51磯 g期以上
または

●アルコールの動雪により正常な運転ができないおそれがある状態
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【改正後】

●呼気中アル菫―ル濃度O.・15訥 9/′感以上

どれ<らい飲んだら「酒酔い運転」の要件の数値基準

(呼気中アルコール濃度0.5麟 g/2以上 )|

アルコールの分解能力には個人難があるため、奎二重量量」圏|、量と
なりますが、体菫60k9の方が

ヒールたと・・・大幅2本程度
日本 )画たと・・・2合 (アルコール温度

´
15%、 36011:感 )程度

を飲酒し、30分経過した場合、数値基準に違する可能性があります。
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